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朝陽同窓会　幹事長　吉村　悟（₇回）

　本年度は母校創立100周年記念事業の最
重要案件である募金活動が、₁億円を目指
していよいよ開始されます。

　朝陽同窓会は100周年記念事業の他にも、
下記の様な新規事業に取り組む予定です。
　•�母校キャリア教育拡大への支援
　•��同窓会組織の強化
　•朝陽同窓会名簿の発行
　•�同期会の初回開催の支援

　現在母校₁年生を対象としてキャリアガ
イダンスを実施しています。これは各界の
卒業生₂名を招いて自己の社会における活
動を紹介し、₁年生のこれからの進路設計
に役立てようというものです。今年はこれ
をさらに拡大して₈名の卒業生からなる
キャリア教育を実施する予定です。また₄
月から新たに「進路指導室だより」という
₄頁の月刊紙を発行しましたが、これにも
毎月₁名の寄稿を依頼されています。朝陽
同窓会としても現役生の役に立てるならと
いうことで、適任者を推薦していきます。

　同窓会組織の中心は何といっても代表幹
事です。現在各回₂名の代表幹事が合計
160名ほど選任されています。しかし代表
幹事会への出席は毎回50名程度と低調です。
出席率の低い代表幹事はその回にお願いし
て、交代してもらうなどの対策を取り出席
率を向上させたいと思います。またいろん
な方面の方々の意見をお聞きするという意
味で、運動部や文化部のOB・OG会の代
表との懇談会なども計画いたします。

　朝陽同窓会名簿は₄年に₁度発行してお
り、今年度がその発行時期に当たります。
発行の可否に関しては代表幹事会で熱のこ
もった討論をいたしましたが、結局「名簿
あっての朝陽同窓会だ」「大学生の就職活
動には欠かせない」「親子孫で一緒に名前
を載せたい」などの声が強く、今回も11月
頃名簿を発行することと致しました。一冊
₄千円ですので、ぜひお買い求め下さい。
　各回の同期会の発足時期は、大体卒業後

30周年のころです。これは「朝陽」に卒業
後30周年記念記事を特集するためで、それ
がきっかけとなり同期会が始まるというこ
とです。今年発行の64号では新たに20周年
が加わりますので更に若い層の同期会結成
が期待されます。朝陽同窓会では初回の同
期会開催には多少の資金援助を行い、或は
案内状送付事務を朝陽同窓会で代行するな
どの支援を考えています。

　その他毎年恒例的に行っている事業は、
今年も実施します。
　•�総会の開催
　•�代表幹事会の開催
　•�支部朝陽会の開催
　•�戸山新宿交流戦の実施
　•�朝陽クラブの開催
　•�朝陽祭への展示
　•��朝陽65号の発行
　•母校や PTAとの懇談会の実施
　•�東京校歌祭への参加
　•�館山寮における臨海教室の支援と一般
宿泊の実施

　実施する事業は同じでも、内容は質や量
の向上を求めてゆきます。例えば昨年の第
18回朝陽クラブではついに参加人数が43名
と過去最高となりました。しかしこれで満
足せず今年は70名の参加を目標にするなど、
より高い成果を得られるよう努力いたしま
す。

　より高い目標が達成できるかどうかは、
ひとえに朝陽同窓会会員の皆様のご参加の
如何に掛かっております。どうぞ今後とも
朝陽同窓化活動をご支援くださるとともに
ご自身でも各種事業にご参加下さるよう、
お願い申し上げます。

平成27年度の事業計画について

水上寮解体のお知らせ

　昭和４年に建設された水上寮は、夏の林
間学校の基地として永く親しまれてきまし
たが、平成17年の林間学校を最後に無人と
なって以降は厳しい自然環境で荒廃が進
み、不審火や自然災害の恐れを指摘する地
元の声もあって、理事会の決定に基づき平
成26年10月に解体されました。謹んでお知
らせ致します。

財団法人朝陽会
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